
科目群の学習・教育目標

 ❶  ①必修科目 選択科目  ❶ 他課程の科目

自ら学び自ら考える能力
機械系・ロボティクス技術者として活躍するために、学科の学習・教育目標を理解し、科目間の連
携や履修課程を把握した上で、自らの修学計画を立案し実行することができる。さらに、専門領域
の産業界の動向、求められる技術者像や専門的能力に関心を持つとともに、過去・現在・将来の自
分について考え、自らの進むべき方向性を見出すことができる。

機械工学の基礎知識および専門知識の修得と応用能力
機械工学の基盤科目である機械力学、材料力学、熱・流体力学の基礎知識を修得し、これらの基礎
知識をロボットの機構設計や運動解析に応用することができる。

電気・電子工学、計測・制御工学の基礎知識および専門知識の修得と応用能力
エレクトロニクスの基本となる電気基礎、電気電子回路を理解した上で、ロボットを制御するため
の基本的な駆動回路、フィルターなどを設計することができる。

プログラミング技術および知能情報化技術の修得と応用能力
プログラミング言語の基本から、アルゴリズムとデータ構造を理解し、動くものを制御するための
基本的プログラムを作成することができる。また、センサ情報などに基づき知的に振る舞うロボッ
トを製作することができる。

電気・電子工学、計測・制御工学の基礎知識および専門知識の修得と応用能力
数学の知識を基に計測と制御の原理を学習し、センサ、信号処理、フィードバックの概念を理解し
た上で、動くものの特性を解析することができる。さらに、この特性や評価値に基づいて、制御系
の基礎的な設計ができる。

システム統合化能力とプロジェクト遂行能力
社会ニーズから問題を発見し、問題の本質を理解した上で、身につけた知識と技術を統合し一連の
工学設計過程を実践することにより問題を解決することができる。また、実験を通して現象を解明
し、与えられた制約の下で、個々が身につけた技術やコミュニケーション能力を活かし、計画的に
仕事を進め、報告書にまとめ発表することができる。

設計製作に必要な知識と技術の修得と実践能力
機械やシステム、さらにはロボットを構成する要素技術を理解した上で、修得したＣＡＤ汎用技術
や設計技術を活用し、機械やロボット製作に応用できる。さらに、実際の機械や機構に触れ、実践
を通して機械工作の基礎を学ぶとともにロボットの機械的設計および加工ができる。
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２ 年 次

３期 前学期 ４期 後学期

１ 年 次

１期 前学期 ２期 後学期

３ 年 次

５期 前学期 ６期 後学期

４ 年 次

７期 前学期 ８期 後学期

プロジェクトデザイン入門 ❷

工学大意（ロボティクス） ❷

プロジェクトデザインⅢ ❽

専門ゼミ ❶プロジェクトデザインⅠ ❷

機械数学 ②

プロジェクトデザインⅡ ❷ プロジェクトデザイン実践 ❷

進路セミナーⅠ ① 進路セミナーⅡ ①

機械系製図Ⅱ ❷

ロボット応用力学Ⅰ ❷

ロボット運動機構学 ❷

ロボティクス専門実験･演習Ａ ❸

機械系製図Ⅰ ❷

ロボット基礎力学Ⅱ ❷ ロボット材料力学 ❷

システム数学Ⅰ ❷

ロボット応用力学Ⅱ ❷ロボット基礎力学Ⅰ ❷

電気電子回路Ⅰ ❷

制御工学Ⅰ ❷

ロボット設計演習Ⅱ ❷

ロボットプログラミングⅠ ❷

コンピュータ工学Ⅰ ❷

電気電子回路Ⅱ ❷

熱流体工学 ❷

ロボット設計演習Ⅰ ❷

コンピュータ工学Ⅱ ❷

ロボティクス専門実験･演習Ｂ ❸

ロボット機能材料 ②

ロボティクス数理･演習Ⅰ ② ロボティクス数理･演習Ⅱ ②

ロボットセンシング ②

制御工学Ⅱ ②

ロボットプログラミングⅡ ②

ロボティクス統合演習Ⅱ ②

信号処理 ②

ロボット制御 ②

ロボットインテリジェンス ②

機械加工学 ②

シミュレーション工学 ②

メカトロニクス ②

システム数学Ⅱ ②

ロボティクス数理･演習Ⅲ ②

アカデミックライティング ❶

ロボティクス統合演習Ⅰ ②

ロボティクス学科
Department of Robotics
■学習・教育目標

機械系のロボティクス技術者として、ロボット要素設計、センシング、システム制御、知能情報化など
に関わる基礎知識と基盤技術を修得し、さらに、これらの知識と技術を統合的に活用して社会や生活
に役立つロボットや新しい知能機器システムを創造できる、広い視野と倫理観をそなえた技術者を育
成する。

■キーワード

産業応用ロボット
環境・フィールド応用ロボット
防災・災害援助ロボット
医療福祉支援ロボット
生活支援機器システム
インテリジェントセンサシステム


